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実習を終えて

はじめに

私は、 2016 年 9 月 12 日（月）～ 9 月 16 日（金）の一週間にわたり、 防衛省インタ ーン

シップに参加し、 我が国が直面している安全保障課題と防衛省の取組みという研究課題に

取り組んだ。私は将来の進路として国家公務員を志望しており、特に安全保障に携わること

を希望しているため、防衛省の業務に対する具体的なイメ ー ジをつかみ、大学院で学んでい

る理論が実務へどのように適用されているかという点について理解を深めることを目的と

して、本インタ ー ンシップに参加した。実習として、内部部局の職員の方々からのプリ ー フ

イング、他のインタ ーン生とのグルー プワ ーク、陸上自衛隊座間駐屯地 ・ 在日米陸軍キャン

プ座間の見学を行った。プリーフイング
、

やグ
、

／レープワ ークを通して、アジア ・ 太平洋地域に

おけるパワ ーバランスの変化、平時でも有事でもないグレー ゾーンにおける事態の増加 ・ 長

期化、国際テロの脅威の拡大、宇宙空間・サイバー空間の安定的利用における課題など、我

が国や国際社会が直面する安全保障上の課題や脅威に対して、 防衛省が果たすべき役割や

防衛力のあり方について多角的な検討を行った。グ
、

ループワ ークの際には、専門知識にとら

われず自由な発想、で考えると同時に、論理的整合性を追求することに留意した。グ
、

ノレープご

との発表の後には、職員の方々からアドバイス及びフィー ドバックをいただいたことで、欠

けていた視点に気づくことができた。部隊見学では、中央即応集団の副司令官による講話か

ら自衛隊の活動の詳細について学び、米軍関係者との対話を通して、日米同盟のあり方や米

国以外の固との関係強化等、 様々な側面から日本の安全保障政策についての考察を行った。

我が国の安全保障を担う防衛省 ・ 自衛隊は、行政車出哉としての側面と実力組織としての側面

を併せ持つが、内部部局の職員の方々からのプリ ーフィングや部隊見学によって、事務系職

員及び自衛官によって構成される防衛省という組織を両側面から捉えることができ、 非常

に意義深い実習となった。以下では、数多くのインタ ーンシッププログラムの中で最も印象

に残ったブリ ーフィング及び部隊見学の概要についてまとめ、防衛省 ・ 自衛隊が抱える課題

について言及する。

1. 防衛省 ・ 自衛隊の任務及び我が国の防衛政策

防衛省・自衛隊は自衛官・事務官を併せた約25万人以上の巨大組織であり、 自衛隊とい

う場合、陸海空自衛隊等の実力組織としての側面を指すのに対し、防衛省という場合、各自
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